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ボン会議におけるパリ協定の
「ルールブック」交渉（APA）
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CAN-Japan 国連気候変動ボン会議報告会



2

今は何を話し合っているのか？

2015

2016

2017

2018

2020

パリ協定の採択

パリ協定の発効

パリ協定の「ルールブック」完成

パリ協定の実施へ

ルールブック策定に向けた交渉
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「ルールブック」？

APAの議題 議論していることの例
NDC（国別⽬標） • 次に⽬標を作り、国連に提出する際には、何を盛り込ま

なければならないのか
• 各国が⾃主的に作った⽬標を、どのように達成を確認で
きるようにするのか

適応報告 • 各国が適応対策について報告する際、何を報告するのか
透明性枠組み • 各国の⽬標達成に向けての進捗を、どのような頻度でど

のように国際的に確認するのか
グローバル・
ストックテイク

• 5年ごとの世界的な対策の⾒直しは、何を情報源として、
どのように⾏い、何を成果として求めるのか

実施と遵守 • 各国の⽬標達成を、どのように国際的に確認するのか
• ⽬標を守れそうにないときなど、何か措置をとるのか

SBの議題 議論していることの例
（市場）メカニズム • 議定書新しい（市場）メカニズムは、どれくらい国際的

に管理するものとするのか
• 京都の下でのクリーン開発メカニズム（CDM）などは、
パリ協定の下ではどう扱うのか
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主な対⽴点の例

NDC（国別⽬標）

緩和
（排出量削減）適応

資⾦ 技術 能⼒
構築

例１：NDCに対するガイダンス
（APA議題項⽬3）

＝⽬標達成の確認の仕⽅、次回⽬標を作る
際には、何を書くべきか

例2：グローバル・ストックテイク

先進国 AILAC

島嶼国

この議題では「緩和」
に重点を置きたい

LMDC
（中国、イ
ンド、サウ
ジアラビア
等）

NDCは全部含むは
ずだ！

レビューする
対象分野

緩和（排出量削減）

適応・レジリエンス構築

資⾦の流れ／⽀援

概ね合意
（※資⾦の部
分は・・？）

衡平性

損失と被害

インド

島嶼国

＝5年ごとの世界的な対策のレビューは、
何を情報源として、どのように⾏うのか
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今回の成果？

しかし、依然として⼤きな隔たり

▶︎ ⼀部の分野では、ルールブックの「章⽴て」の下書きに相当するものも
出始めたが・・・・
（例）「グローバル・ストックテイク」に関するインフォーマル・ノートからの抜粋

次回（COP23）を経て、テキ
スト（⽂⾔）ベースの交渉に
移れるようになるか？
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もう1つの⼤事なトピック：「2018年の促進的対話」

国別⽬標2

国別⽬標1

国別⽬標3

2015 2020 2025 2030

国別⽬標の
提出・事前協議

2035 ….

グローバル・
ストックテイク

2018
促進的対話

2019-20
2030年⽬標の
（再）提出・更新

2023
グローバル・
ストックテイク

2028
グローバル・
ストックテイク

2033
グローバル・
ストックテイク

2024-25
2035年⽬標？
の提出

2029-30
2040年⽬標？
の提出

2034-35
2045年⽬標？
の提出

京都議定書第2約束期間

カンクン合意⾃主⽬標

カンクン合意／
京都議定書 パリ協定

世界全体と国別の
2つのレベルで
強化が検討される

※アメリカ等を除き、
多くの国は2030年⽬標
を持っている

・・・・

「前進性」の原則
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「促進的対話」の流れ

2016
COP22

2017
COP23

2018
COP24

⾮公式協議 「対話」の実施 結果

2019
COP25

2020
COP26UNGA

⽬標引き上げ！？

「デザイン」
の策定

CA
Summit

• ⾮国家アクターの勢い
（momentum）をどう
取り込む？カリフォル
ニア・サミットの役割
は？

• IPCCの1.5℃℃に関する
特別報告書の役割は？

• ⽬標の引き上げ⽅は1つ
ではない？
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「それでも私たちは留まる」

▶︎ 1600以上の企業、都市、州、⼤学などがパリ協定⽀持を表明。

“We are still IN” http://www.wearestillin.com
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COP23にむけて

n「ルールブック」交渉
– 「章⽴て」議論を深め、来年初めには具体的なテキスト
ベースの交渉に移れるか

n「促進的対話」のデザイン策定＆啓発
– ⾮国家アクターの役割
– 重要性は政府代表団の間では理解されはじめたが・・・
– ⽬標引き上げに希望を持たせるデザインとは・・・？
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まとめ

nルールブック交渉
– 遅いながらも前進

n 2018年促進的対話は重要
– 国だけでなく、⾮国家アクターの中でも
– 2018年9⽉カリフォルニア・サミット

n⽶トランプ政権の離脱
– 問題だが、脱炭素化の流れは⽌まらない
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ご参考

http://www.wwf.or.jp/re100_2017

ワンプラネット・シティチャレンジ
http://wwf.panda.org/opcc
http://www.wwf.or.jp/activities/2017/
05/1369229.html



これからもご⽀援をどうそよろしくお願い申し上げます

http://www.wwf.or.jp/join/
http://shop.wwf.or.jp


